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景気循環における cei1ingの位置

早川泰正

不況時l乙累積された超過能力が次期の上昇運動にさいして投資活動ICマ

イナスの効果をおよぼす ζ とは周知のとおりであるが，半面乙うした超過能

力の大いきがすくなくも治勢的には次期の上昇運動の限界線を決定づけ， し

たがって経済の循環的成長にとって決定的重要性をもっ事実はそれほど強調

されていない。だが但過能力のこの後者の側面とそ，かの伝統的な退剰投資

循環理論が最大の力点をおいたところであった。そ乙では社会の蓄積力にた

いする十分な投資誘因がつねに前提されていたから，上昇過程は例外なしに

超過能力の酒渇によって阻止され，不況はこうした能力にとっていわば蓄電

機能をはたす時期にほかならなかった。

しかし Keynesの影響下にある現在の景気盟論はこの過去の遺産を無視

して，超過能力(あるいは過剰貯蓄)を投資誘因と消賀需要の双方にとって単

純な抑圧的要因とみなした。被害は， 30年代の不況を分析したと基本的lこは

同ーの要具をもって戦後の好況現象を説明しようとしたときに発生した。い

わゆる成長経済学は循環的変動の説明としては有効需要の理論に全市的[ζ依

拠しながら，他方趨勢的成長を説明するについては労働力，生産技術のごと

き外生的要素をとり出す以外になかったのである。 I適正成長率」を媒体と

して循環運動と成長問題を巧妙に接合しようとした Harrodにおいですら，

2つの運動は明白に分隊されていた。自然成長率が他の 2つの成長率(より

正確には両者のヨjE蹴)と別個に設定されているからである。問題は，労働力

の成長と技術進歩を経済理論の枠内l乙止めるかどうかという古出的な議論に

あるのではない。いま好況時の上昇運動がなんらかの C巴ilingI乙衝突したと

したらヲその直接の責任は(労働力の成長や技術進歩を問題にする以前に)

その時期において availableであった能力の大いにある。したがって過去な
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らびに現在の投資活動こそがその最大の責任者でなければならない。現在の

投資活動は将来の成長経路を決定する。趨勢的にみて高度の成長を達成した

経済は，循環の各周期をつうじて企業の投資がつねに強力であったからであ

る。 30年代のように長期不況にあえぐ経済は，投資活動が活力をうしない，

不活発であったからにほかならない。 ζの論理を倒錯させて，アプリオリに

経済成長を予定することはゆるされない。

ところで有効需要理論と過剰投資理論は，一見そうおもわれるほど対照

的ではない。前者は上昇運動がその限界に突入する以前の段階(あるいは到

底突入しえない場合)を問題にしている。ゆえに過剰貯蓄は不況の支配的要

因となる。過剰投資理論は景気上昇が ceilingIC衝突する状態を主として問

題にした。したがって生産能力と貯蓄の余剰が大ならば大なるほど，衝突は

延期され，好況は持続されることになる。いいかえれば，不況時に蓄積され

た貯蓄と超過能力は循環的には好況期の上昇発散力を弱めるであろう。しか

し趨勢的にみれば，それらは上昇限界線の位置を高め，結果においては成長

の可能性を増進させているにちがいない。 Keynesは乙の前者の事態を有効

需要理論によってとらえた。過剰投資理論は後者の事態を問題lこした。投資

活動を中心l乙両者を統一的に恋解する必要がここにある。

本論文の狙いは以上につきるようにおもわれる。

1. 基本的体系

われわれの単純な勤学モデルは以下のものである。

(1) Yt=I，+Ct 

(2) Ct= (1-5) Yt十α

(3) It=m Yt-1-n(Yt-l-Yt-1)十。
(4) Yt=マIt-l十hYt-1 

ここで Yは総需要，1は粗投資， Cは消費支出，Yは正常能力産出量であり，

パラメータ戸ならびに常数はすべて正である。乙のモデノレの implicationに

ついてかたる必要はあまりない。 (3)は投資需要の決定をしめし，(4)は現期間
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の能力産出量が減価償却後の過去の能力と粗投資の産物である乙とをしめ

す。いま (1)，(2)， (3)を締約すれば，

Yt口 aYt_，-bYt-，十δ.(1)' 

同様に (1)，(2)， (4)を締約すれば，

Yt口 cYt-，+hYト-1-z. (2)' 

，
 

l
u
 

だた

b=~. C=YJ s ' cニ 'IS
m+n 

Gロ一一一一一色
s 

、 α+s
0=  S- ，すご=αq

連立体系 (1)'，(2)'から変数 Y，Yの解を求めることは容易である。まず同次

解について，

Yt=r.1t Y=.1t， 

とおけば，

c aー」
7・ .1-百十 b

!(.1) = .12一(α十h).1+bc十αh=O.

したがって完全解は以下のようにかかれる。

Yt=め+Y=B，.1トトB2.1f+Y

Y=Yt十予=r，B，.1i+ r2B2必+Y

Zt=Yt-Yt之江あ-y，+}7-Y 

=(r，-l) B，.1f十(1・2-1)B2.1~ 十Z

，
 

l
u
 

だた

R=旦旦土5包.
・2-1・1

B.=工2YO二YO. 
‘ r2-r， 

}7=日ベだα-1F， ， 

一~イcー(l-h)}δ一 {(l-a)+b}~
'ー

u ー (l-h)(l-a)+bc 

。 b~+(l-h)δ
一
A 一 (l-h)(l-a)+bc' 
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乙乙で以下の議論にとって基本的な前提をつぎのようにおく。

(α-12)2>4 bc，α十ん>2，

j(l)=(l-h) (l-a)+bc>O， 

z>O. 

こうした場合，特性方程式 j(A)=Oは2実根そもち，かっ A，>ん>1である

から，B，>Oならびに YO>Y，。なるように初期条件をさだめておけば，体系

はつねに上方発散解をもっ。さらに上昇運動が能力の限界に遭遇して制約さ

れるための条件は

r，-1くOすなわちん>h+c

によってあたえられる。

つぎに運動がこうした ceilingによって制約されるとき(すなわち Yt=

Yt)，さきの投資需要決定式は現実に発効せず，原休系はつぎのように変換さ

れる。

1t=Yt-Ct 

Ct=(l-s) Y，+α 

Yt=万1t-l十hYt-1

したがって，

Yt=(h+c) Yト1-~.

ζζ で h十 c=~ とおき， ~を Icapacity ceilingの成長率」とよぶことにする。

さて capacityceiling によって制約されて以後の運動が ceilingにそっ

て cr巴epするか，あるいはそれから脱落するかの条件を確定しておかなけれ

ばならない。いま原体系について Y.t-l=Y，ト 1 とおけば，

1t=tn Yt-l+s. 

ゆえに

Yt=(α-b) Yt-1十o.

したがって
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Yt-Yt={(a-b)一(h+c)}Yt-1十δ+g:. 

かくて a-b>h十C ならば，運動は ceilingIとそって creepし，反対に α-

bくh+cならば ceilingから脱落する乙とがわかる。しかるに

fO)=h ((h+c)一(σ-b)}

であるから，うえの条件はしばしば指摘されるように1) いいかえることがで

きる。すなわち fO)くO つまりん>~>んならば，運動は ceiling にそって

creep し，fO)>o すなわちん>ん>~ならば(すでに明瞭なようにん>~)運

動は ceilingから脱落する。 同様なことをさらにいいかえれば， T1く1なら

ば上昇運動は制約され，r2>1>r1 ならば ceilingにそって creepし， 1>ら

>rlならば ceilingから脱落する。

以|二の諸条件を原体系のパラメーター m を中心にまとめてみる。 いま

m=s(h十可s)の状態から出発して mが増加していき，

m>s(h十万ゆ

ならば，上昇運動は ceilingによって制約され，以後運動は ceilingIこそっ

て creepする。反対に lnが減少して

s (ん+可s)>m>s(ん十21五す)-n

の範囲lζ止まる場合，可くn/s2ならば，上昇運動は ceilingによる制約以後そ

れから脱落し，もし η>n/s2ならば上昇運動は制約されず，超過能力が一方

的iζ増加する。 mがさらに減少して

m<s(ん十2InYl)-n

ならば，体系は振動型l乙転化される。最後に Zt=Zのみにおける balanced

growth は

m=s(ん十万ゆかつ万=n/s2

の場合lζ達成されるにすぎない。

1) S. S. Alexancler，“The Accelerator as a Generator of Steacly GrowthヘQ.J. E.， 
May 1949， pp. 190-192: H. P. Minsky，“A Linear Moclel of Cyclical Growth"， 

R. E. S.， May 1959， pp. 139-140. 
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11. 制約された循環

Capacity ceiling IC衝突したヒ昇運動は，もし 1>r2>へならば，やがて

下降過程に転化される。 ζの sechonにおいては，こうしたいみでの制約さ

れた循環運動を対象にする。まず上昇運動が最初に突入した ceilingの高さ

と，初期条件との関係を|吟味しておこう。いま上昇過程が第 d坦において

capacity ceiling Iこ到達したとすれば，

Z，= Y，-Y，=O 

であるから， ceilingの位置はつぎのようにしめされる。

2 =(l--'-r，) B，A;+(1-r2) B2À~， 

y， =BA+B2À~ 

これより

削 Z一?で (:-T~ τ y.~ (1ーへ)-2B2ん一
r2-r， 

τを消去して整理すれば，

log ん・log{Z -y~ (1ーら)}一logム・log{y， (1ーへ)-2}

=ゆ(B)一(logん一logA2) log (1・2-r，). 

ーレだた

φ(B)=logん・logB1 -log A， • log B2 
そこで

2 2 
T云EJ〉Ur>τ二干

において，体系のパラメ戸ターを所与とすれば， ceilingの高さをしめすy，は
露三
ゆ(BH乙依存する。すなわちゅ(B)が小なるほど Uτ は大となり， φ(B)が大な

るほど払は小である。

つぎに ceilingからの下降過程をつぎのようにしめす。
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y~=Bねf+B~'ソi ，

y;'=r，Bi'Af+rsi'Ai 

こ乙で

B了 7恭一J一 品 À，-~~'
2 一一一一乙y，く0，Br-=+一一-yτ>0.À ， ー.~.~.. !:J:: -........ v， .LJ2 - A

1ーん

ただし?は?からの五j[;離によってしめされる capacityceilingの成長率で

あり，ん>A，>，l*と前提しておく。そ乙でいま下降過程において第 f期にい

たり tentativeIζ総需要にとっての floorが政策的lζ設定され，その日oor

がPの成長率をもっと偲定しよう。 それによって変数の初期値はつぎのよ

うに改訂される。

y~=À後y~~=À検B;--À~'+A古寺m'Ar，

ÿ~ = ÿ;~+ ， = r，BrÀ~'+1 + r2B:ス;'+1

以上の作業をへて，景気回復の条件を以下のように議論することができる o

fioorの設定によって下降を阻止された運動が再上昇に転化されるためには，

改訂された初期値についてつぎの関係が成立しなければならない。

r2y~>ÿ~>Ýo -Z 

かきかえれば，

r2À~'BrÀ~' 十 7・2À;'Br Ar > r， Bi'Ar +1十r，BrAr+'
>A決B;--Ar+A拾m'Ar-z.

さらに整理すれば，

Bi'Ànr2Xk -rλ)>r2mJ.~'(À2-À勺

かつ

BrÀnr，À ， -À~')>B以nÀ袋 -r2À2)-Z.

いま乙こで」告についてつぎの仮定をおけば，

わん>7?」1
うえの不等式はつぎのように変換される。
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ただし乙乙で

-B予よ-~技
一一一二一=ーと一一一く1

B~' ん-~."

かくて下降過程が floorによって阻止されるまでに経過する期間どが

(手)(ガミ1
となるほど大であれば，そのときは

73ui-gJくO

でなければならない。すなわち日oorの設定が時期的にあまりにもおそけれ

ば，その成長率Pがいかに大であっても，回復は実現できない。反対に

(ず)(士)すく1
なるように自oorの設定が十分に早ければ，大なる Pの挺入れ作用によって

回復は容易に達成される。

つぎに回復以後の再と昇力を検討しよう。すでに明瞭なように，体系の

パラメータ{を固定すれば，上昇運動が再び ceilingi乙到達する高さは再上

昇にとっての新らたな初期条件に依存する。ここで

Bi斗空>0，叫弁>0
とおけば，再上昇運動における ceilingの高さが以前のサイクノレにおけるそ

れよりも大であるか小であるかはゆ(B')Sゆ(B)に依存する。いま

Bi=ω!B!， B~= ω2B2 

とおけば，

φ(B')=ゆ(B)十log.12・logω!-logAj .logω2 
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であるから，うえの条件はつぎのように変換される。

10g ん.10gω1::王10gん・ logω2 

さらに簡単のために

10円J
ーームzρ (log A， > 10g A， >0) 
10gA2 

とおけば，循環的成長が達成されるために初期条件に課さる条件はつぎのも

のである。

10g ω1 
一一一一くρ
10g ω2 

?レだた

ω1-r2U;-g;， 
一一
7・，Yo-Y。

/
O
一

O

匂
u

一
旬
U

1

-

1

 

1
-
y
 

/
O
一

O

一引
U
一
一
引
U

2
 
ω
 

以上を要約しよう。 ceilingIζ到達して以後の下降過程においては大なる

成長率rrをもっ floorの;改定が早期に実施されるほど(すなわち yoが訴に

たいして相対的に大なるほど)，回復の実現はもちろん容易になる O しかし再

上昇述勤が以前のそれよりも雨水準に到達するためには，叫にたいして相対

的 lζ大なる叫(すなわち訴が y~ にたいして相対的 lζ大である ζ と)を要求す

る。かくて不況があまりにも早期に大なる挺入れ作用をもって調整されるな

らば，結果において循環的成長は達成されない乙とになる。

111. 産出係数と所得配分

ここで原体系における産出係数万の性質を所得配分の観点から考察して

おきたい。資本ストックを K，労働雇用量を Eとすれば，正常産出量 Yは

周知の定式によって以下のようにしめされる。

Y=AK"..，Eトーσ

，
 

しだた

Kt=It十hKt-l' Yt口可Kt-l・
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したがって

万 zZ7=リ~ (u =与)
いま μでしめされる生産要素の代替関係について，企業はつねに grossprofit 

shareをσより小ならざるごとく(あるいは労働の shareを 1-0"よりも大

ならざるごとく)行動すると怨定する。そこで P，Wをそれぞれ価格水準と

貨幣賃金率とすれば，

ゆえに

PY-WE..  WE 
一一一ァ一一二三σあるいは 1ー σ>ーで?・PY - --_..- -PY 

aY ， .. W 
一一一 =A(l- O")uq~三二二一
δE 

かくて A，0"ならびに実質賃金率 WヴPを所与とすれば uの mlillmumは

つぎのように定義される。

A(lーσ)uu=W/P

しカ〉る lζ

PY-WE A W 1 
PK二一一一云戸工一てp'u

であるから uの増加は粗利潤率を低下させる。いま realrentalを J/Pで

しめせば，所与の W/Pと巧Pにおいて，uの maximumはつぎのように定

義される。

A W 1 J 
u'
σ P u P 

すでに明瞭なように， Umin と Umax はそれぞれ可の maximumとmlillmum

lζ対応している o つまり生産函数を所与とすれば， ηの現実にとりうる値の

範囲は WヴPとJ/Pによって決定される。その範囲は要素の不足(すなわち

WヴPと巧Pの上昇)，とよって圧縮され ~T と J を所与とする場合の価格11浴

貴ーによって拡大されることになる。
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ここで，さらに投資活動係数mの大いさを同じく所得配分の観点から考

慮しておかなければならない。 grossprofit shareを U とおけば，企業はさき

の範囲内において要素比率uを操作し，v"2:.uの状態を維持しなければならな

いが，このことはmの大いさと独立ではない。 U の変化は当然 Jnの間方向の

変化を惹起するとみなしてよい。 乙のいみで

Jnごごrn(v (ml = const.) 

とかくことができる。

IV. インフレーション過程

前sectionにおける予備的考察をもとにして，ここでは上昇運動がceiling

によって制約されて以後しばらくは ceilingにそって creepする場合(すなわ

ち原体系においてら>l>rj)を考慮しよう。問題はまずこの creepingprocess 

において発生する恒常的な価格上昇についてである。いま各期間の価格騰貴

三与をつぎのように定義する。

Pt=jk 
すなわち

ムニ (α-b)~'，二王十i と竺二立 >1
Y， ' Y， • h+c 

そζでもし W とJが不変ならば， 実質賃金率と realrentalは価格総買によ

って低下するから，要素比率U と産出係数万が不変(いずれも既述のごとき

範囲内において)ならば， gross profit share vならびに粗利油率は恒常的に

増加する。 その結果体系の運動にとっては， 2つの対抗的効果が考慮される。

1つは U の増加にもとづく投資活動係数mの増大であり，それによって体系

の発散力はさらに強化され， よりいっそうの価格上昇をもたらし，vをさら

lと増加させるというインフレ{ション圧力の発効する過程である。 しかし ζ

の圧力を部分的lζ緩和する貯蓄率 5の増大がやがて発生するであろう。価格

上昇による賃金から利ii&¥Jへの所得ー再分配(すなわち強制貯蓄)は休系の発散力
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を弱める一方， capacity ceilingの成長率Zを高めるはずである。

そこでわれわれは ζ の sectionでの中心的問題にすすむ。いまこうした

インフレ{ションの進行につれて失業が澗渇するとき 1) 実質賃金率が上昇

を開始するにちがいない。 p>lなるかぎり，このことは価格と貨幣賃金率の

vicious spiralを発生させる。実質賃金率の上昇l乙直面した企業は Uを増大さ

せて(すなわち資本集約的操業によって)既存の grossprofit shareを維持し

ようとするのであろう O このことは結果においてマを低下させる。しかし他

方で Jが不変ならば(すなわち realrentalがなお低下しつづけるならば)，

μlUax，は引上げられ，九i止は引下げられるから， ζのかぎりで体系の発散力

は低下する可をもってかえって強化される o 結果は価格のよりいっそうの上

昇と，それにともなう価格~賃金 spiralの加速度的進行にすぎない。

しかし realrental刀Pは無限に低下しつづけることはできない。インフ

レーションは早I~û貨幣信用のボトノレネック lこ遭遇し，以後 Jは価格と比例的

[乙騰貴するにちがいない。乙の段階において uと万はそれぞれ maXlmumと

minimum こ到達するから，以後企業は労働不足と実質賃金率上昇に対処し

て grossprofit shareを維持すべく要京比率を操作することはできなくなる。

すなわちこの段階以後，実質賃金率の上昇は直弘;1ζgrossprofit shareを圧迫

し，結果において m は減少しなければならない。 mの低下は(他方でマはそ

の minimumζ回定されている)休系の発散力を次第に弱め，h+c>α-bと

なるとき，運動は ceilingIこそう従来の経路をはなれて下方に転落しなけれ

ばならない。

以上の考察は労働力の不足と択一的な原材料輸入の増加についてもあて

はまる。いまもし C巴iling1こそう creepmgprocess における YとYの gap

を輸入量の増加によって充填すれば， creeping processは，価格の恒常的上

1) 以下の議論において，労働力の不足はその物理的限界をいみしない。労働供給の事実

上の限界を決定するものは労働組合の bargainingpowerであろう。産出量の増加は

一般に組合の bargainingpow引を強イ七し，高利潤のもとでは企業はその要求を容認

しなければならな"0
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昇のかわりに，貿易収支の恒常的悪化をともなうであろう O この悪化は早!ぬ

デフレ{ション政策によって阻止されなければならない。それによってmが

低下し，運動が崩落lこ転化される乙とは以前の場合と同様である。

もう 1つの場合を考慮しておく。上昇運動が ceilingに突入する以前に

労働不足が発生すると仮定しよう。乙の場合は価格騰貴をともなわずに貨幣

賃金率が上昇し，実質賃金率を増加させる。 grossprofit shareを維持する

ために，企業は早くも U を増大させ，したがって ηは減少をよぎなくされる。

ηの減少によって上昇発散力は強化されるから， ceilingへの突入は促進され

る一方 c巴ilingの成長率1は減少する。しかし ceilingへの突入以前にすで

にuが maXlmumにあれば，労働不足と実質賃金の早期の上昇はそのまま U

を減少させ，1nを低下させるだけであろう。もしそうならば ceilingへの突

入以前に発散力は弱まりラ運動は単純な掠動型l乙転化されやすくなる。

V. Ceilingの循環的ならびに趨勢的側面

上昇運動が第 7期において capacityceiling !こ突入したときの ceilingの

高さ払と初期条件との関係はすでに sectionII において考察したが，そのさ

い体系のノfラメ{ターは不変とみなされていた。乙乙で再び「制約された循

環J(1)r2>rJを対象にとり，パラメ戸夕{の変化が循環的ならびに趨勢的

側面において払の高さにいかに影響するかを考察しよう。問題となるのは，

投資活動係数m と産出係数万，さらに貯蓄率 Sの変化である。

Section IIの定式にもどり，いま Zならびに B"B2を一定とすれば m

の増加は上昇発散力を強めるから，それによって ceilingへの突入の時期は

早まり，そのかぎりで y，の高さは低下する。しかし容易に理解されるよう

に，nzの変化は Bl'B2をも同時に変化させ，かつ趨勢的lζは超過能力Zをも

変化させるはずである。さらにまた mの変化とは別に，初期値 Yo，y。の改訂

はもちろん Bl'B2!ζ影響する。これらの諸影響のうち Zにたいするそれは，

θZ aY δy ;十(l-h)l~ 1 
一一一一一一一一一 ・一一>0.
δm 一 δmθm - (l-h)(l-a)+bc s 
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したがって投資活動係数仰の増加は循環的にはブームを shortcutし，ceiling 

の位置を低下させるが，趨勢的lζはZをも増加させ，結果においては ceiling

の位置をいわば押上げる作用をもっ。反対にrnの減少は循環的には上昇発散

力を弱めるととによってブ戸ムを緩和し，その期聞を延長する ζ とになるが，

趨勢的にはZをも減少させるから(すなわち ceilingの位置を押下げることに

なるから)，景気循環は各サイクノレごとに次第に taper0丘されることになる。

つぎに産出係数万の変化をとりあげる。 Zならびに Bl，B2を一定とすれ

ば， マの増加は体系の上昇発散力を弱めるから，ブ{ムは緩和され，その期

間は延長される。したがって C巴ilingの高さはかえって上昇するであろう。

だが趨勢的側面においては Zの変化をも考慮しなければならない。いま

δz(l-h)(η~-s) {(m+n)α十s{3}
，， ;;>0 

抑一 [s{(l-h)+nll}一(m+n)(l-h)]

であるから， ηの増加はもし m>sならば2を減少させ，反対に mくSならば

Zを増加させる。

最後に貯蓄率 sの増加は，Zならびに B1，B2を一定とするとき，体系の

発散力を弱めるから， 万の増加と同様にブームは緩和され，その期間は延長

される。しかし ζ こでも趨勢的側面における Zの変化を考慮しなければなら

ない。いま

θZ 
δs 
-{m万一(l-h)}[{(l-h)+n叫α十(l-hl(3] 

三O
[s{(l-h)十n叫ー(m+n)(l-hW

であるから， sの増加はもし m;;:::sならばzを減少りさせ， ηzくsかつ lnザくl
-hならばZを増加Jさせる。

1) Zはつねに正であるから，

{m?J-(l-h)}α十七甲ー(l-h)}s>O， 

一切Nムp切D
すなわち一一一一~"P>l-h.

日+/1

したがって叫二三5 ならば，

(1)?:' -"-立竺土立旦>l-h.
日十。
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かくて mの変化は別として，可と 5の増加がおよほす影響について，わ

れわれは 2つの経済体系を区別しなければならない。まず経済 1として，弱

い資本蓄積力をつねに上廻る強烈な投資誘因(より基本的には投資誘因を強

烈にする激烈な市場競争)をもっ体系を想定しよう。対照的に経済2につい

ては，すでに十分強力な資本蓄積力におよばない弱い投資誘因(あるいは非

競争的市場)を予定する。そこでこれら 2つの経済の性格が単純に mミsを

もって特徴ずけられるならば，産出係数万と貯蓄率 sの増加の効果は以下の

ように推罰金できる。

経済 1(m>s)においては

δZ _~ aグ
一一一くO 一一一く0
3ηθ5  

であるから，可と Sの増加の効果は循環的にも趨勢的にも nzの減少のそれと

analogousである。すなわち景気循環の各サイク Jレをつうじてブ戸ムは次第

に緩和され，その期間は延長されるが，同時に各上昇運動の ceilingがいわ

ば押下げられるであろう。したがって各期のブームは次第に圧縮され，循環

運動は taperoffされていくにちがいない。

経済 2(mくs)の場合は

δZ 
>0 
aYJ 

であるから，可の増加は各期のサイク Jレごとにブ{ムを緩和させ，その期間

を延長させるが，経済 1と異なり Zは趨勢的に増加し， ceilingは着実に押

上げられる。したがってブ{ムが上方から圧縮されて循環運動が taperoff 

されることはなく，反対にブームの弱体化とともにデフレ{ション gapが

発生しやすくなるであろう。すなわち体系の発散力が極端に弱まり，振動型

lζ転換されるとき， 2のいぜんとしての増加は停滞経済を発生させるであろ

う。なお mくsのほかに，lnYJくl-hならば，

aZ 
て一>0
dS 
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であるから sの増加はさらに ζの傾向を助長するにちがいない。

VI. 技術進歩と所得配分

ここで sectionIIIで展開した正常産出量 Y の定式にそくして，いま U

ならびに d を不変として，産出係数万の増加が中立的技術進歩(すなわち A

の増大)のみにもとづくと怨定しよう。 万の培!加はそれじたいとしては体系

の上昇発散力を弱める。 しかし中立的技術進歩は労働生産性 Y/E=Au"を

高め，実質賃金率が不変ならば企業の grossprofit share vを増大させるは

ずである。したがって可の増加とともに投資活動係数 m も増大し，かつ(賃

金から手lJill¥lへの再分配効果を考慮すれば)貯蓄率 Sも上昇しなければならな

い。 ceilingの高さにおよほす中立的技術進歩の影響はこれらの諸効果の複

合体に依存する。いいかえれば技術進歩の過程で発生する 3つのパラメ{タ

F の変化は相互に独立ではない。すでに明瞭なように 3つのうちマと sの

増加はブームを緩和し，その期間を延長させるが m の増加は反対方向 lζ

作用する。以下労働力の供給を純粋に外生的要素とみなしたうえで 3つの

場合を考察しよう。

Case 1 労働生産性の上昇が労働不足によってまさに相殺される場合。

この場合，実質賃金率 W/Pは労働生産性と比例的に上昇しなければならな

い。したがって U は不変に止まり，1n， Sも変化しないであろう。 11住ーの変

化は中立的技術進歩にもとづく万の増大のみである。かくて循環的ならびに

趨勢的側面において，中立的技術進歩が ceilingの高さにおよぼす影響は，

われわれが前 sectionで(2つの経済を区別したうえで)議論したものと完全

l乙一致する。

Case2 労働生産性のと昇が労働不足によって相殺される以上の場合。

このとき実質賃金率の上昇は労働生産性の上昇以下であるから，りは増加し

m とsもそれぞれ増加するであろう。 Case1にくらべて，ブ{ムはより強

烈となり，その持続期間は短縮されるにちがいない。すなわち経済 1におい

ては vの増加にもとづく投資誘因の活発化によって，循環運動が趨勢的に
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taper 0狂される可能性は減退するであろう。また経済2においても，停滞経

済への突入はいくぶん延期されるであろう。

Case 3 労働生産性の上昇が労働不足によって相殺される以下の場合。

実質賃金率の上昇はもちろん労働生産性のそれを超過する。 乙のため U は

減少し，m と Sも減少せざるをえない。 Case11とくらべて乙の場合，ブ{ム

がいっそう弱体化され，半面その持続期聞が延長されることは明瞭である。

そのかぎりで C巴ilingの高さはいくぶん引上げられるかもしれない。しかし，

なによりも m の減少によって体系の発散力はうしなわれ，やがて ceilingそ

れじたいにも到達しえない振動型(あるいは超過能力の一方的増大をゆるす

非振動型)に転換されるであろう。 政策的配慮、を別lとすれば，ブームへの起

動力は U の減少にもとづく消費率の増加に期待する以外にないであろう。

(1963. 1. 14) 
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